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点回折干渉計（PDI）を用いた、電波望遠鏡の新しい波面測定法を提案する。一般に、PDIは光路中に入射波
面を乱さない程度に小さな回折体を置くことで構成され、回折体によって生じる球面波を参照波とし、入射波面
を保持した波（試験波）との干渉像を得る。参照波の位相を変調することで数通りの干渉像を得て、これらの干
渉像を演算することで波面誤差の情報を引き出す。可視赤外線の分野では、中心に周辺部と偏光特性が異なるピ
ンホールを持つ偏光ビームスプリッタ（PPBS）を用いることで偏光を利用した PDIが提案されている（今田ほ
か 2015年春季年会V209a、山本ほか 2015年春季年会V243a）。
我々は電波領域のPPBSと検出器を用いた PDIを提案している。位相変調や干渉を検出器の回路上で行うこと

が出来るため、使用する光学素子を少なくしたレンズ 1枚と PPBSのみの簡素な光学系を実現できるメリットが
ある。奥村ほか 2016年春季年会V710bでは、焦点面で得られる干渉像から瞳面の波面を推定出来ることを解析
的に示した。
今回は物理光学シミュレーションを用いた数値計算による検証の結果を報告する。設定として F2.5のレンズと

直径 100.0 [mm]の瞳面に直径 1.0Fλのピンホールを持つ PPBSを置く場合を考える。波長 λ = 1 [mm]の理想的
な平面波を入射した時、瞳面全体での電場の位相の RMSは約 0.02 [rad]である。これは約 λ/300の精度で瞳面
の位相を推定出来ることを示す。


